
 

 

 

 

平
成
三
十
年
度
自
治
協
議

会
下
見
支
部
総
会
が
四
月
末

下
見
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
新
区
長
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
長
な
ど
約

三
十
人
が
出
席
。
区
長
は
毎
年

変
わ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
区
長

の
仕
事
に
つ
い
て
も
丁
寧
に

説
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
付
随

す
る
冊
子
も
配
布
。 

毎
年
十
月
に
区
長
が
行
う

世
帯
調
査
の
人
数
に
よ
り
、
自

治
協
下
見
支
部
の
補
助
金
な

ど
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
各
部
会
な
ど
各
団
体
に
分

配
さ
れ
、
活
動
費
の
一
部
と
な

る
の
で
す
。 

ま
た
年
二

回
、
八
月
と
二

月
に
行
わ
れ

る
粗
大
ご
み

収
集
に
つ
い

て
も
説
明
が

あ
り
、
当
日
当

番
に
な
っ
た
役
員
の
大
変
さ

も
披
露
。
第
三
者
が
時
間
外
に

ご
み
出
し
を
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
と
か
。 

防
犯
・
防
災
部
会
下
見
支
部

で
は
専
門
家
の
話
を
聞
き
な

が
ら
打
合
せ
を
詰
め
、
防
災
訓

練
を
行
う
こ
と
を
検
討
中
。 

こ
れ
か
ら
の
下
見
支
部
活

動
に
生
か
す
も
の
と
し
て
区

長
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。 

★
下
見
支
部
各
九
部
会
の
毎

年
の
活
動
報
告
書
を
各
区
長

に
配
布
し
て
ほ
し
い
。 

★
バ
ス
路
線
の
少
な
い
地
域

な
の
で
「
の
ん
バ
ス
」
の
延
長

を
願
い
た
い
。 

★
区
長
の
責
務
は
負
担
が
大

き
い
、
な
ど
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
事
務
局
で
は

そ
れ
ぞ
れ

前
向
き
な

対
処
を
し

い
る
よ
う

で
す
。 

何

か

あ

れ
ば
事
務

局
に
相
談
下
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

三
ツ
城
自
治
協 

 

議
会
の
総
会
が 

五
月
に
開
催
さ 

れ
三
支
部
か
ら 

約
六
十
人
が
出 

席
し
ま
し
た
。 

市
役
所
地
域 

担
当
職
員
も 

出
席
。
担
当
職
員
は
、
行
政

と
自
治
協
議
会
を
つ
な
ぐ

役
目
と
し
て
毎
年
三
人
の

市
職
員(

管
理
職)

が
各
自
治

協
へ
着
任
し
て
い
ま
す
。
会

議
な
ど
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
様
子
。 

 
 

 

自
治
協
議
会
で
は
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
、
き
ら

め
き
☆
星
空

祭
り
、
さ
わ

や
か
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
光

の
宴
な
ど
の

行
事
が
多
数

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
う

収
入
、
支
出
も
公
明
に
承
認
さ

れ
無
事
終
了
。
今
年
度
も
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
会
長
が
「
多
く
の
地
区
民

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

挨
拶
。
そ
し
て
「
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

三ツ城自治協議会 

平成 30年７月吉日発行 

三ツ城自治協議会下見支部 

 下見支部だより 
 第10号 

 

三ツ城自治協議会 

総会も開催 

自
治
協
議
会
下
見
支
部 

平
成
三
十
年
度
総
会
開
催 

新
区
長
決
ま
る 

 

東広島市のシンボル酒蔵、なまこ壁、三ツ城古墳

を表した幕をバックに、開催された総会 

出席者の前で挨拶をする 

平重英典会長 
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下
見
支
部
平
成
三
十
年
度
の

新
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

１
の
１
組 

 

中
原 

康
博 

中
央
８
丁
目 

曽
我 

信
男 

１
の
２
組 

  

吉
田 

政
治 

エ
コ
下
見 

マ
ハ
ラ
ジ
ャ
ン 

ケ
シ
ャ
ブ 

ラ
ル 

 

２
の
組 

 
  

渡
邉 

良
範 

３
の
組 

 
 

木
原 

和
雄 

セ
ル
リ
ア
ン  

堀
江 

誠
治 

４
の
組 

 
 

谷
原 

宏
治 

５
の
組 

 
 

堀
内 

一
徳 

下
見
職
員
宿
舎 

郷
原  

正
好 

６
の
組 

 
 

石
本 

計
介 

７
の
組 

 
 

有
川 

廣
志 

エ
ン
ゼ
ル 

 

吉
田 

保
子 

８
の
組 

 
 

水
戸 

将
人 

二 

神 
 

 

八
幡 

美
代
子 

 

今
年
度
の
区
長
会
長
は
８

の
組
・
水
戸
将
人
さ
ん
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
出
来
る
限

り
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
         

 

 

た
こ
と
か
ら
各
区
長
が
輪
番

で
務
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。 

区
長
は
一
年
毎
に
変
わ
る

区
も
あ
り
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
の
連
絡
は
自
治
協
事

務
所
で
受
け
、
そ
の
後
区
長
会

長
に
連
絡
す
る
こ
と
に
。 

投
票
管
理
者
、
選
挙
立
会
人

の
当
番
に
な
っ
た
ら
、
で
き
る

範
囲
で
務
め
ま
し
ょ
う
。 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

      

 

 

下
見
支
部 

平
成
三
十
年
度
新
区
長 

下
見
福
祉
会
館
で
行
わ
れ

る
選
挙
に
つ
い
て
、
自
治
協
議

会
下
見
支
部
総
会
で
、
下
見
地

区
（
中
央
８
丁
目
・
広
大
職
員

宿
舎
を
除
く
）
の
投
票
管
理 

 
 

者
、
選
挙
立
会
人
の
選 

出
方
法
が
協
議
さ
れ
、 

次
回
か
ら
は
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
選
挙
の

都
度
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
連
絡
を
受

け
て
い
た
人
が
、
人
選 

な
ど
が
困
難
に
な
っ

つ 

  
 

 

 

 

西条６投票区の投票管理者 

及び投票立会人について 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

「
健
康
に
つ
い
て
」 

九
月
二
日(
日) 

十
三
時
半
～ 

下
見
福
祉
会
館 

講
師
＝
土
肥
雪
彦
先
生 

土
屋
総
合
病
院
顧
問 

(

下
見
小
学
校
卒
業) 

 

 

・
土
砂
災
害
防
止
法
の
概
要 

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定 

・
避
難
の
方
法 

な
ど
で
す
。 

私
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な

説
明
会
で
す
。
で
き
る
限
り
出

席
し
た
い
も
の
で
す
。 

広
島
県
で
は
近
年
多

発

す

る

土

砂

災

害

か

ら

人

命

を

保

護

す

る

た

め

に

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

を

行

う

た

め

に
、
説
明
会

を

開

催

し

ま
す
。 

 

 

 

 

 

交
流
会
か
ら 

八
月
十
一
日

(

土)

開
催
予
定
の
下
見
夏
ま

つ
り
は
「
自
粛
」
と
い
う
こ
と

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

・
下
見
区
民
文
化
祭 

十
月
二
七
日
・
二
八
日 

・
下
見
区
民
運
動
会 

十
月
二
八
日(

日) 
 

 見
た
？ 

聞
い
た
？ 

平成最悪と言われる西日本豪雨 

甚大な被害が 

 
 

通行止めになった      

ブールバール上り線    H30/7/7  

      

ブールバールと下見街道から抜けた所 

交差部分・右西条駅方面 

7 月 7 日 

平
成
の
豪
雨
が

中
四
国
地
方
な
ど

に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た

日
々
拡
大
す
る
被

害
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
と
て

も
言
葉
に
は
な
り

ま
せ
ん
。 

心
痛
む
毎
日
で

す
が
、
一
日
も
早

い
復
興
を
望
ん
で

い
ま
す
。

お知らせ 
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ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
㏌
東
広
島

は
、
旧
暦
の
七
夕
の

時
期
の
暗
い
星
空
に

親
し
み
な
が
ら
、
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
つ
い
て
理
解
を

広
め
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。 

主
な
内
容
は
マ
ジ

ッ
ク
や
星
と
光
害
の

ク
イ
ズ
・
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
。
ま
た

一
時
周
辺
で
消
灯
・ 

 

                   

＾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＾ 

 

下
見
吟
詠
会
が
発
足
し
て

四
十
年
近
く
に
な
り
、
当
時

メ
ン
バ
ー
は
三
十
人
ほ
ど
。 

現
在
、
晴
山
流
碧
翠
吟
詠
会

は
稲
田
環
山
先
生
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
五
人
の
メ
ン
バ

ー
が
毎
週
月
曜
日
、
午
後
七

時
半
か
ら
下
見
福
祉
会
館
で

喉
？
を
磨
い
て
い
ま
す
。 

二
カ
月
に
一
回
広
島
市
内

か
ら
小
林
翠
山
宗
家
と
山
田

皓
山
先
生
が
来
館
。
こ

の
日
は
合
同
練
習
の
日

で
下
見
・
西
条
・
八
本

松
地
区
か
ら
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
十
二
人
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い

指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

詩
吟
は
漢
詩
に
節
を

つ
け
て
歌
う
（
吟
ず
る
）
も
の

で
和
歌
や
俳
句
な
ど
で
も
で

き
る
そ
う
。
声
を
出
す
こ
と
で
、

誤
飲
も
防
げ
る
し
健
康
、
姿
勢

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
も
。 

「
言
葉
は
は
っ
き
り
し
た

方
が
い
い
よ
。
曖
昧
が
一
番
ま

ず
い
」
「
自
分
が
良
い
と
思
わ

ん
と
人
も
良
い
と
思
わ
ん
よ
。

自
己
満
足
に
な
ら
ん
よ
う
に
」

と
、
山
田
皓
山
先
生
。
決
し
て

無
理
な
教
え
方
は
せ
ず
、
そ
の

人
に
合
っ
た
的
確
な
笑
い
あ

り
の
指
導
で
楽
し
い
レ
ッ
ス

ン
や
会
話
が
続
き
ま

す
。
そ
し
て
時
々
本

人
が
吟
じ
て
見
本
を

見
せ
て
く
れ
る
先
生
。 

そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ド

バ
イ
ス
後
に
吟
じ
る

詩
は
、
み
な
別
人
か
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
上
手
に
。 

詩
吟
連
盟
の
規
模
は
大
き

い
そ
う
で
、
年
一
回
研
修
会
が

あ
り
、
連
盟
の
ト
ッ
プ
の
指
導

で
声
の
出
し
方
、
節
回
し
、
言

葉
の
使
い
方
な
ど
学
び
ま
す
。

地
区
の
文
化
祭
や
日
本
吟
詠

総
連
盟
な
ど
に
よ
る
大
会
も

多
々
あ
り
、
参
加
す
る
メ
ン
バ

ー
の
楽
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。 

初
心
者
も
子
供
も
誰
で
も

大
歓
迎
、
楽
し
そ
う
な
吟
詠
会

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

ライトダウン in東広島 2018 
8 月 12 日（日） 

三ツ城小学校 19:00～21:30 

 

下見 吟詠会 

 

 

 

ヤ
ス
デ
な
ど
の
よ
う
に
生
き

も
の
に
と
っ
て
は
情
報
伝
達

物
質
で
あ
り
、
例
え
ば
鮭
の
母

川
回
帰
も
何
ら
か
の
匂
い
で

は
な
い
か
と
も
。 

日
本
の
香
り
は
ほ
の
か
に

香
る
そ
う
で
、
現
在
で
は
ア
ロ

マ
テ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療
法
）
に

も
使
用
さ
れ
、
嗅
覚
刺
激
に
よ

る
ホ
ル
モ
ン
分
泌
で
体
調
も

良
く
な
り
、
脳
へ
の
伝
達
で
認

知
症
予
防
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
と
。  

誉
教
授
で
下
見
長
寿
会
四
月

開
催
の
講
演
会
で
の
話
で
す
。 

 

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
に

も
「
香
を
焚
く
王
」
な
ど
と
描

か
れ
、
ミ
イ
ラ
の
防
腐
剤
と
し

て
没
薬
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の

副
葬
品
に
も
乳
香
が
使
わ
れ

て
い
た
と
か
。
古
く
か
ら
香
り

の
知
識
が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
。

平
田
先
生
は
エ
ジ
プ
ト
に
行

っ
て
そ
の
壁
画
を
確
か
め
た

そ
う
で
す
。 

ま
た
、
香
り
は
カ
メ
ム
シ
や 

 

 

香
り
の
文
化
は
太

古
の
時
代
に
宗
教
的

儀
式
か
ら
始
ま
り
、

今
で
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
密
接
な
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
と
、
話
す
の
は
平

田
敏
文
広
島
大
学
名 

減
灯
を
呼
び
か
け
、
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
し
星
を
見
る
会
を
体
験
。

ま
た
、
望
遠
鏡
で
土
星
・
お
り

ひ
め
星
な
ど
観
望
を
楽
し
み

ま
す
。
今
回
は
、
三
ツ
城
小
６

年
生
が
「
手
作
り
ラ
ン
タ
ン
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
皆
で
展
示

鑑
賞
を
し
ま
す
。 

問
合
せ
は
、
広
島
大
学
宇

宙
科
学
セ
ン
タ
ー
内
イ
ベ
ン 

 
 

 
 

ト
実
行
委
員
会 

 
(

０
８
２)

４
２
４ 

-

７
３
７
１ 
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＾ 

 

二
神
山
の
ふ
も
と 

 

北
側
に
芝
生
を
植
え 

た
二
神
山
桜
公
園
が 

完
成
、
記
念
し
て
五
月 

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル 

フ
大
会
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。 

下
見
地
区
か
ら
約
五
十
人

が
参
加
し
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
方 

 

が
歩
き
や
す
い
」「
打 

た
ん
に
ゃ
ぁ
飛
ば
ん 

し
、
打
ち
ゃ
あ
飛
び 

す
ぎ
る
し
・
・
・
」「
芝 

生
は
む
つ
か
し
い
」 

 

と
。
見
物
す
る
人
も 

プ
レ
ー
す
る
人
も
、

珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー

が
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。 

こ
の
二
神
山
桜
公
園
は
誰

で
も
利
用
で
き
、
ク
ラ
ブ
な
ど

会
で
利
用
す
る
場
合
は
、
下
見

福
祉
会
館
に
使
用
申
請
を
す

る
だ
け
で
す
。 

  

西
条
下
見
五
丁

目
に
あ
る
鴻
巣
地

蔵
堂
。
台
座
に
一

七
七
二
年
行
者
武

右
衛
門
之
墓
と
あ

り
、
延
命
地
蔵
菩

薩
と
し
て
も
地
元

民
の
信
仰
は
厚
い

よ
う
で
す
。 

行
者
武
右
衛
門
は
こ
の
村

の
庄
屋
格
で
信
仰
心
が
厚
か

っ
た
そ
う
。
当
時
飢
き
ん
が
続

き
食
糧
も
な
く
そ
の
上
病
気 

 

が
蔓
延
し
た
た 

 

め
、
村
民
の
苦
し

み
を
救
お
う
と
私
財
を
な
げ

う
っ
て
こ
の
地
に
お
堂
を
建

て
た
そ
う
で
す
。
高
さ
は
一
七

五
セ
ン
チ
あ
り
、
近
隣
で
は
ま

れ
に
み
る
大
き
さ
で
す 

(

下

見
地
域
振
興
冊
子
よ
り)

。 

西
条
町
下
見
は
中
世
に
は

下
見
村
と
鴻
巣
村
の
二
村
に

分
か
れ
て
い
た
そ
う
で
、
こ
の

地
蔵
堂
も
含
め
今
も
鴻
巣
の

地
名
は
残
っ
て
い
ま
す
。 

一
六
〇
一
年(

慶
長
六
年)

の

下
見
村
検
地
に
よ
る
と
、
こ
の

時
点
で
は
鴻
巣
村
は
下
見
村

に
合
併
し
て
い
ま
す(

東
広
島

の
歴
史
辞
典
よ
り)

。 

清
掃
や
管
理
は
五
の
組
が

行
っ
て
い
ま
す
が
、
下
見
地
区

皆
さ
ん
の
地
蔵
菩
薩
で
す
。 

 

 

挨拶をする高垣廣徳東広島市長(右上)  

 

 

 

 
 

 

温故知新 Vol 4 

鴻巣地蔵堂 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
後 

満
面
の
笑
み 

 

芝生の感触を楽しむ参加者 

 

 

 

 

 

台座には・・・・ 

 

外
国
人
に
人
気
の 

地
蔵
菩
薩 

 

三ツ城自治協議会下見支部・広報部 

東広島市西条下見 5 丁目 4-8(下見福祉会館) 

☎・FAX(082)427-6511 (月・木午前中) 

E-mail mitsujyo-jk@poem.ocn.ne.jp 

地区の情報、ご提案、

ご意見など何でも 

お寄せください。 

お手伝いくださる方も

大歓迎です！ 


